
ど
う
推
移
す
る
か

平
昌
五
輪
後
、
つ
い
に
北
朝
鮮
が
局
地
戦
を
仕
掛
け
て
き
た
―
―
そ
の
時
の
日
米
中
韓
の
動
き
を
大
胆
に
予
測
す
る
。

２
月
９
日
に
始
ま
る
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
で
は
南
北
朝
鮮
チ
ー
ム
が
共
に
入
場
し
、

ア
イ
ス
ホ
ツ
ケ
ー
な
ど
で
は
南
北
共
同
チ

ー
ム
が
編
成
さ
れ
る
こ
と
で
、
朝
鮮
半
島

の
宥
和
ム
ー
ド
が
醸
し
出
さ
れ
て
い
る
。

北
朝
鮮
の
韓
国
に
対
す
る
平
和
攻
勢
、

韓
国
の
文
在
寅
大
統
領
の
北
朝
鮮
と
の
平

和
的
解
決
を
望
む
態
度
が
、
統

一
を
進
め

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
平
昌
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
後
に
南
北
対
話
が
進
展
し
た
場
合
、

朝
鮮
半
島
が

一
気
に
統

一
に
む
け
て
走
り

出
さ
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
平
和
的
な
動

き
に
対
し
て
は
歓
迎
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

統

一
朝
鮮
が
北
朝
鮮
の
金
正
恩
体
制
主
導

で
行
わ
れ
、
核
保
有
の
反
日
国
家
が
誕
生

す
る
と
な
れ
ば
、
我
が
国
に
と
つ
て
は
多

大
な
脅
威
と
な
る
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に

と
っ
て
も
人
ご
と
で
は
な
い
。

こ
の
動
き
に
対
し
て
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
１
月
３０
日
の
一
般
教
書
演
説
で
、
異
例

と
も
い
え
る
北
朝
鮮
批
判
を
行
っ
た
。
北

朝
鮮
を
国
際
秩
序
を
乱
す

「な
ら
ず
者
国

家
」
と
再
び
位
置
づ
け
、
核
を
放
棄
し
な

い
場
合
は
先
制
攻
撃
を
も
辞
さ
な
い
姿
勢

を
改
め
て
示
し
た
の
で
あ
る
。

北
朝
鮮
の
核
保
有
は
絶
対
認
め
ら
れ
な

川
上
高
司

拓
殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所
所
長

・
教
授

１
９
５
５
年
熊
本
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
博
士

（国
際
公
共
政
策
）。
世
界
平
和
研
究
所
研
究
員
、

防
衛
庁
防
衛
研
究
所
主
任
研
究
官
、
北
陸
大
学

教
授
を
経
て
、
現
職
。
著
書
に

『米
軍
の
前
方

展
開
と
日
米
同
盟
」
な
ど
。

い
と
す
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
。
い
ま
な
お
先

制
攻
撃
の
可
能
性
は
あ
る
。

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
開
催
中
に
も
米
軍
は
横

須
賀
の
空
一母
ジ
ョ
ー
ジ

・
ワ
シ
ン
ト
ン
を

は
じ
め
と
し
て
、
グ
ア
ム
に
は
空
母
カ
ー

ル
・
ビ
ン
ソ
ン
の
他
、
Ｂ
‐
１
爆
撃
機
、

Ｂ
ｌ
２
爆
撃
機
、
Ｂ
‐
５２
堡

扇

を
待
機

さ
せ
脱
み
を
き
か
せ
る
。
平
ロ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
の
た
め
に
延
期
し
て
い
た
米
韓

の
合
同
軍
事
演
習

「キ
ー

・
リ
ゾ
ル
ブ
」

「
フ
ォ
ー
ル
・
イ
ー
グ
ル
」
は
平
昌
冬
暴
す

パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク

（
３
月
９
～
１８
日
）
の

後
に
行
つ
。
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昨
年
の
合
同
演
習
で
、
米
軍
の
北
朝
鮮

へ
の
先
制
攻
撃
の
危
機
が
最
大
に
高
ま
っ

た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ

か
ら
１
年
―
―
。
北
朝
鮮
は
国
連
決
議
を

何
度
も
違
反
し
て
ア
メ
リ
カ
本
土
に
到
達

す
る
火
星
１４
号
、
火
星
１５
号
を
開
発
し
、

丞
添
踏
籠
あ
牢
験
ま
で
輪
行
し
た
。
北

朝
鮮
が
ア
メ
リ
カ
本
上
を
攻
撃
で
き
る
核

弾
頭
搭
載
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
完
成
ま
で
時
間
的

余
裕
は
あ
と
僅
か
。
ア
メ
リ
カ
が
北
朝
鮮

を
先
制
攻
撃
す
る
の
で
あ
れ
ば

「今
」
し

か
な
い
。

こ
の
よ
う
に
先
が
全
く
見
え
な
い
北
朝

鮮
情
勢
を
め
ぐ
る
地
政
学
的
リ
ス
ク
が

一

段
と
高
ま
る
中
、
１
月
下
旬
、
各
分
野
の

専
門
家
ト
ッ
プ
５０
名
ほ
ど
が
集
曹
り
朝
鮮

半
島
有
事
の
際
の
各
国
の
対
応
策
、
特
に

日
本
の
危
機
管
理
に
関
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
外
交
政
策
セ
ン
タ
ー

（代
表
川
上
高

司
）
が
主
宰
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
会

議
が
都
内
で
行
わ
れ
た
。

そ
こ
で
は
用
意
さ
れ
た
シ
ナ
リ
オ
に
基

づ
き

「ポ
リ

ミ
ミ
リ
ゲ
ー
ム

９
β
諄
ｏ

ｌ
Ｓ
Ｆ
月
ヽ
の
目
８
と

の
手
法
を
用
い
て
、

朝
鮮
半
島
の
地
政
学
的
リ
ス
ク
を
論
じ
、

分
析
し
た
。

▼
ポ
リ
・ミ
リ
ゲ
ー
ム
と
は

ポ
リ
・
ミ
リ
ゲ
ー
ム
と
は
実
際
起
こ
る

可
能
性
の
あ
る
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

（紛

争
事
案
）
を
想
定
し
、
そ
の
紛
争
事
案
に

対
し
て
関
係
す
る
各
国
が
ど
の
よ
う
に
動

く
か
を
主
宰
者
が
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。

海
外
の
政
府
機
関
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク

（研

究
所
）
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ゲ
ー
ム
と
呼

ば
れ
る
が
、
日
本
語
の
感
覚
で
は
セ
ミ
ナ

ｌ

ａ
８
旨
円
）
や
ワ
ー
ク

・
シ
ョ
ッ
プ

（ヨ
Ｒ
澪
　
∽
Ｆ
蝙
）
と
曇
口
っ
た
方
が
い
い
か

も
し
れ
な
い
。

歴
史
的
に
は
、
軍
隊
で
行
わ
れ
て
い
た

図
上
演
習
を
、
国
際
政
治
問
題
に
適
用
し

た
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ン
ド
研
究
所

や
イ
ギ
リ
ス
の
王
立
国
際
問
題
研
究
所

（
Ｒ
Ｉ
Ｉ
Ａ
）
な
ど
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
や

大
学
で
発
展
し
、
政
府
が
政
策
立
案
の
際

に
用
い
る

一
つ
の
手
法
と
な
っ
た
。

ポ
リ

・
ミ
リ
ゲ
ー
ム
は
先
ず
シ
ナ
リ
オ

（筋
書
き
）
作
成
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
こ

れ
は
、
各
旦
自
で
各
国
政
府
の
政
策
立
案

者
が
ど
の
よ
う
な
判
断
を
ど
の
よ
う
な
過

程
の
も
と
に
下
す
か
と
い
う
こ
と
を
見
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
主
宰
者
は

何
を
知
り
た
い
か
と
い
う
目
的
を
明
確
に

し
、
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

今
回
の
場
合
、
大
き
く
わ
け
て
２
つ
の

目
的
が
設
定
さ
れ
た
。

第

一
は
、
朝
鮮
半
島
有
事
が
起
こ
っ
た

場
合
、
ア
メ
リ
カ
が
先
に
北
朝
鮮
を
攻
撃

す
る
か
、
あ
る
い
は
北
朝
鮮
が
ア
メ
リ
カ

（前
方
展
開
基
地
を
含
む
）
を
攻
撃
す
る

か
。
ま
た
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
事
態
下
に

発
生
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
観
察
を
し
た

‐
１

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨
　
　
〕
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一
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・
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，
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か
っ
た
。
北
朝
鮮
が
ア
メ
リ
カ
を
先
制
攻

撃
す
る
こ
と
は
自
殺
行
為
で
あ
る
た
め
、

も
し
そ
れ
を
行
う
と
す
れ
ば
、
何
ら
か
の

理
由
も
し
く
は
状
況
下
に
お
か
れ
た
場
合

で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
は
、
ア
メ
リ
カ
の
北
朝
鮮
へ
の
先

制
攻
撃
が
間
近
に
な
っ
た
場
合
、
あ
る
い

は
北
朝
鮮
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
に
着

弾
し
た
場
合
に
関
係
各
国
、
特
に
日
本
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
か
で
あ
る
。
当

然
な
が
ら
、
危
機
が
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
る
に
つ
れ
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
避
難
民

が
出
始
め
、
各
国
政
府
も
朝
鮮
半
島
か
ら

の
自
国
民
の
退
避
を
行
い
始
め
る
。

特
に
韓
国
に
い
る
６
万
人
の
邦
人
の
Ｎ

Ｅ
ｏ

（非
獣
闇
員
救
出
作
戦
）
の
動
き
、

さ
ら
に
は
同
時
に
起
き
る
朝
鮮
半
島
か
ら

の
難
民
に
日
本
政
府
が
ど
う
対
応
す
る
の

か
。
こ
れ
ら
が
、
朝
鮮
半
島
有
事
と
日
本

へ
の
核
ミ
サ
イ
ル
着
弾
と
呼
応
し
て
起
こ

る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
ゲ
ー

ム
で
の
シ
ナ
リ
オ
は
そ
の
回
答
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
。

今
回
は
朝
鮮
半
島
の
有
事
が
テ
ー
マ
で

あ

っ
た
た
め
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー
ム

（主
宰
者
）
以
外
に
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、

日
本
そ
れ
に
韓
国
の
４
カ
国
、
５
つ
の
チ

ー
ム
が
編
成
さ
れ
た
。
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
、

国
連
等
の
役
割
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー
ム

が
兼
務
す
る
こ
と
と
し
た
。

▼
ゲ
ー
ム
開
始
前
の

状
況
シ
ナ
リ
オ

ゲ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
す
る
時
点
で
の
状

況
を
参
加
者
全
員
が
共
有
出
来
る
よ
う
に
、

次
の
よ
う
な
資
料
を
会
議
２
則
日
に
配
布

し
た
。

北
朝
鮮
は
昨
年
■
月
２９
日
未
明
に
米
全

土
を
射
程
に
収
め
る
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ

「火
星

・５
」
の
発
射
を
実
施
し
、
そ
の
核

・
ミ
サ

イ
ル
能
力
を
着
実
に
増
強
し
つ
つ
あ
る
。

２
０
１
８
年
２
月
２０
日
、
北
朝
鮮
は
Ｉ

Ｒ
Ｂ
Ｍ

「火
星
１２
」
ｘ
４
を
グ
ア
ム
か
ら

４０
ｍ
離
れ
た
海
洋
に
ほ
ぼ
同
時
に
着
弾
。

ま
た
、
一半
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
に
予
定
さ

れ
る
米
韓
合
同
演
習
な
ど
の
挑
発
行
為
が

中
断
さ
れ
な
け
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ

「火
星

・４
」
を
実
戦
配
備
し
、
「火
星
１５
」
や
新

型
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ

「北
極
星
３
型
」
の
率
蔚
ヽ

さ
ら
に
は
大
気
圏
内
水
爆
実
験
を
行
う
と

宣
一〓日し
た
。

日
本
の
安
倍
政
権
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル

破
壊
措
置
命
令
を
延
長
し
、
イ
ー
ジ
ス
・

ア
シ
ョ
ア
２
基
の
導
入

（配
備
は
２
０
２

３
年
）
を
閣
議
決
定
し
た
。
日
本
の
ミ
サ

イ
ル
防
衛
は
、
イ
ー
ジ
ス
艦
２
隻

（
１
隻

は
緊
急
展
開
準
備
、
１
隻
は
整
備
）
に
搭

載
さ
れ
る
Ｓ
Ｍ
ｉ
３
と
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
フ

ェ
イ
ズ
で
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
‥
３
に
よ
る
迎
撃
が

行
わ
れ
る
。
し
か
し
Ｐ
Ａ
Ｃ
ｌ
３
は
自
衛

隊
の
主
要
基
地
と
四
国

。
中
国
の
４
県
と

配
備
先
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。
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一
方
、
韓
国
の
文
在
寅
政
権
は
北
朝
鮮

の
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
核
実
験
を

目
の
当
た
り
に
し
つ
つ
も
北
朝
鮮
と
の
対

話
を
重
要
視
し
、
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

通
じ
さ
ら
に
和
平
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ロ
シ

ア
・
ゲ
ー
ト
で
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
て
い

た
。
ト
ラ
ン
プ
本
人
が
ロ
シ
ア
関
係
者
と

息
子
ド
ナ
ル
ド

・
ト
ラ
ン
プ
■
の
接
触
を

把
握
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
が
見
つ

か
り
議
会
証
言
を
求
め
ら
れ
る
事
態
に
発

展
。
ま
た
、
自
人
至
上
主
義
者
と
そ
れ
に

抗
議
す
る
人
々
と
の
衝
突
は
全
米
各
地
に

飛
び
火
し
、
暴
動
の
発
生
に
至

っ
て
い
る
「

そ
う
し
た
中
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ジ
ャ
ー

ナ
ル
紙
は

「大
統
領
は
支
持
率
回
復
を
狙

い
北
朝
鮮

へ
軍
事
力
を
行
使
し
よ
う
と
し

て
い
る
よ
う
だ
」
と
す
る
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
関
係
者
の
内
話
を
報
道
。
実
際
ｃ
Ｎ
Ｎ

の
世
論
調
査
で
は
、
北
朝
鮮
の
核

・
Ｉ
Ｃ

Ｂ
Ｍ
が
米
国
民
の
脅
威
と
な
る
と
す
る

人
々
の
割
合
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
「北
朝

鮮

へ
の
軍
事
行
動
が
必
要
」
と
す
る
人
は
、

６３
％
か
ら
７５
％
に
上
昇
。
共
和
党
議
会
で

も
大
多
数
が
先
制
攻
撃
を
支
持
し
始
め
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
マ
ク
マ
ス
タ
ー
安

全
保
障
担
当
補
佐
官
と
マ
テ
ィ
ス
国
防
長

官
、
ダ
ン
フ
ォ
ー
ド
統
合
参
謀
本
部
議
長

が
頻
繁
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
出
入
り
す

る
姿
が
目
撃
さ
れ
て
い
る

一
方
、
テ
ィ
ラ

ー
ソ
ン
国
務
長
官
の
存
在
感
は
益
々
薄
れ

つ
つ
あ
る
。

こ
の
前
提
の
も
と
、
ポ
リ

・
ミ
リ
ゲ
ー

ム
が
開
始
さ
れ
た
。
参
加
者
は
、
ア
メ
リ

カ
、
中
国
、
韓
国
、
日
本
の
グ
ル
ー
プ
に

わ
か
れ
各
会
議
室
に
大
会
議
室
か
ら
移
動

し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー
ム
か
ら
出
さ
れ

る
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

（各
シ
ナ
リ
オ
）
に
対
し
て

論
議
し
政
策
を
出
し
て
い
く
。
論
議
し
た

内
容
は
、
①
各
国
政
府
が
達
成
す
べ
き
優

先
日
標
、
②
各
国
政
府
が
取
り
得
る
軍
事

行
動
で
あ
っ
た
。

▼
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
ｌ
中北
朝
鮮
に
よ
る

韓
国
の
離
島
攻
撃

２
０
１
８
年
４
月
４
ｒ

¨
午
前
１０
時

「平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
、
米
韓
連
合
軍

は
予
定
通
り
合
同
軍
事
演
習
フ
ォ
ー
ル
・

イ
ー
グ
ル
を
過
去
最
大
規
模
で
実
施
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
反
発
し
た
北
朝
鮮
が

韓
国
領
の
離
島
ベ
ン
ニ
ョ
ン
ド
を
突
如
砲

撃
し
、
韓
国
海
兵
隊
第
６
旅
団

（
４
０
０

０
人
規
模
）
の
隊
員
２６
名
と
島
民
７
名
が

死
亡
し
、
多
数
の
負
傷
者
が
発
生
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
韓
国
と
日
本
の
社
会
経

済
イ
ン
フ
ラ
に
対
す
る
大
規
模
な
サ
イ
バ

ー
攻
撃
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
主
要
空

港
や
病
院
が
大
混
乱
に
陥
り
死
者
も
出
る

騒
ぎ
と
な
っ
た
。

そ
し
て
翌
日
、
韓
国
軍
が
北
朝
鮮
の
策

剛
＝
「
■
卜

，
―

ヽ
１
１

，
　

１
１
１

１
１
り
ｒ
●
―

―
―
―
―‥
ｌ
ｒ
ｌ
●
■
ト
ー
■
●
●
―
―
＝

――
「
「
＝
●
■

‐１

１１

‐
―
●
¨
‐―
，１
■
＝

―――



源
地

へ
の
報
復
を
Ｆ
１
１５
Ｋ
戦
闘
攻
撃
機

と
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
玄
武
‐
２
Ｂ
で

行
っ
た
。」

北
朝
鮮
は
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
始
前

か
ら
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
後
の
米
韓
合
同
演
習

の
中
止
を
強
く
警
告
し
て
い
た
。
だ
か
ら

こ
の
状
況
は
、
い
っ
た
ん
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
北
朝
鮮
と
の
平
和
統

一
に
向

っ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
演
習
を
実
施
し
た
文

在
寅
政
権
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
っ
た
。

特
に
、
攻
撃
相
手
を
特
定
で
き
な
い
サ

イ
バ
ー
攻
撃
は
ア
メ
リ
カ
と
の
離
反
を
生

じ
さ
せ
、
日
本
国
内
で
も
反
米
運
動
に
火

を
付
け
る
狙
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
国

内
で
は
安
倍
政
権
打
倒
も
叫
ば
れ
始
め
る

が
、
犯
人
が
特
定
で
き
ず
、
政
府
は
そ
の

次
の
危
機
に
備
え
る
も
の
の
手
の
打
ち
よ

う
の
な
い
状
況
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ま
ず
ア
メ
リ
カ
は
事
態

の
推
移
を
ま
だ
見
る
必
要
が
あ
る
と
し
、

軍
事
オ
プ
シ
ョ
ン
は
と
ら
ず
、
中
国
へ
の

外
交
的
働
き
か
け
で
こ
れ
以
上
の
危
機
の

エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
回
避
を
目
指
し
た
。

さ
ら
に
、
韓
国
内
で
の
デ
フ
コ
ン

（戦

闘
準
備
態
勢
）
を

「
こ

か
ら

「
４
」

（潜
在
的
に
戦
争
の
可
能
性
が
あ
る
状
態
）

に
上
げ
、
戦
時
作
戦
統
制
権
を
ア
メ
リ
カ

が
と
る
よ
う
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
韓
国

軍
を
米
軍
の
指
揮
下
に
お
き
戦
闘
準
備
に

入
る
と
同
時
に
、
在
韓
米
軍
の
家
族
を
は

じ
め
と
す
る
ア
メ
リ
カ
国
民
の
韓
国
か
ら

の
退
避
を
開
始
し
た
。
こ
の
動
き
は
北
朝

鮮
か
ら
見
れ
ば
米
軍
が
先
制
攻
撃
の
準
備

を
実
際
に
始
め
た
と
判
断
す
る
要
因
と
な

）〈υ。一
方
、
中
国
は
突
妖
、̈
北
朝
鮮

へ
の
進

軍
を
表
明
し
た
。
中
国
は
こ
の
時
点
で
中

国
軍
も
し
く
は
義
勇
軍
を
北
朝
鮮

へ
派
遣

で
き
れ
ば
米
国
は
北
朝
鮮

へ
の
先
制
攻
撃

は
で
き
な
く
な
る
と
考
え
、
ア
メ
リ
カ
に

対
し
て
は
北
朝
鮮
の
非
核
化
を
中
国
が
行

ぃ
、

３８
度
線
を
越
え
る
つ
も
り
は
な
い
と

明
言
す
る
。
中
国
は
北
朝
鮮
を
あ
く
ま
で

も
ア
メ
リ
カ
の
影
響
下
に
は
お
か
せ
な
い

意
志
を
示
す
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
中
国
に

対
し
て
進
軍
は
許
さ
な
い
と
の
警
告
が
出

さ
れ
、
中
国
は
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
い
は
避

け
た
い
た
め
思
い
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
北

朝
鮮
か
ら
も
中
国
の
こ
の
よ
う
な
行
動
は

一小
快
と
伝
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

一
方
、
文
在
寅
政
権
は
あ
く
ま
で
事
態

の
平
和
的
な
収
拾
を
求
め
、
北
朝
鮮
と
は

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
使
い
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、

日
本
、
国
連
へ
の
協
力
を
要
請
し
た
。　
一

方
、
米
韓
連
合
軍
で
の
作
戦
協
議
を
行
い
、

警
戒
態
勢
と
治
安
維
持
の
レ
ベ
ル
を
引
き

上
げ
民
生
の
安
定
を
図
っ
た
。

さ
て
、
日
本
で
あ
る
が
、
サ
イ
バ
ー
攻

撃
が

ヽ
国
内
に
行
わ
れ
た
点
に
つ
い
て
、
政

府
は
国
際
社
会
に
対
し
て

「新
し
い
戦

争
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
主
張
し
、
今
後
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キ| の
日
本
の
対
応
に
お
け
る

「正
当
性
」
を

得
る
こ
と
が
圧
要
で
あ
る
と
の
方
針
を
決

め
た
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の

「武
力
攻
撃
」

性
を
ど
こ
ま
で
認
定
す
る
か
は
困
難
で
あ

る
の
で
事
態
認
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

ち
な
み
に
事
態
認
定
は
、
強
い
順
か
ら

①
武
力
攻
撃
発
生
事
態
、
②
武
力
攻
撃
切

迫
事
態

（以
上
が

「武
力
攻
撃
事
態
し

③
武
力
攻
撃
予
測
事
態
と
な
る
。

日
本
は
さ
ら
に
、
経
済
、
財
政
、
金
融

へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
最
小
限
に
し
て
在
韓
邦

人
救
出
の
準
備
を
行
う
と
し
た
。

▼
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
２
”米
国
の
態
度
が

北
朝
鮮
の
先
制
攻
撃
を
招
く

４
月
６
日
午
前
１０
時

「米
国
は
事
態
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
を
危
惧

し
て
演
習
を

一
時
中
断
す
る
異
例
の
措
置

を
と
り
、
南
北
両
側
に
板
門
店
で
の
高
官

会
議
開
催
を
促
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
間

に
も
日
韓
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
被
害

は
拡
大
し
、
日
本
で
は
西
日
本

一
帯
の
原

子
力
発
電
所
が
原
因
不
明
の
停
電
で
緊
急

停
止
し
た
。
韓
国
で
は
こ
れ
ら
の
事
態
に

対
し
、
北
朝
鮮
軍
の
本
格
侵
攻
に
備
え
デ

フ
コ
ン
を

「
２
」
に
ま
で
引
き
上
げ
た
。

板
門
店
で
の
南
北
高
官
会
議
で
北
朝
鮮

は
、
ベ
ン
ニ
ョ
ン
ド
砲
撃
は

「再
三
通
告

し
て
い
る
米
韓
の
挑
発
的
な
侵
略
準
備
演

習
に
対
す
る
報
復
で
あ
る
。
米
韓
は
共
同

演
習
を
即
時
中
止
し
軍
を
撤
収
し
な
け
れ

ば
今
後
は
さ
ら
な
る
対
抗
措
置
を
と
る
」

と
宣
言
。
こ
れ
に
対
し
て
韓
国
は

「北
朝

´
鮮
の
韓
国
市
民
を
巻
き
込
む

一
方
的
な
攻

撃
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。
北
朝
鮮
の
要

請
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
」
と
返
答
。
会
談

は
決
裂
し
た
。

そ
の
会
談
か
ら
３
時
間
後
の
午
後
２
時

頃
ヽ
北
朝
鮮
は
ソ
ウ
ル
ー
号
地
下
商
店
街

付
近
に
対
し
、
長
距
離
火
砲
に
よ
る
攻
撃

を
実
施
。
こ
の
砲
撃
に
よ
り
民
間
人
１
０

２
名
が
死
亡
。
そ
の
中
に
は
、
買
い
物
に

訪
れ
て
い
た
駐
韓
米
国
大
使
の
妻
を
含
む

米
国
人
７
名
や
日
本
人
観
光
客
４
名
の
他
、

外
国
人
計
２５
名
が
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
砲
撃
を
受
け
、
韓
国
内
で
は
北
朝

鮮
と
の
対
話
に
よ
る
即
時
停
戦
を
求
め
る

宥
和
派
と
、
今
こ
そ
金
正
恩
政
権
を
打
倒

し
、
半
島
統

一
を
成
し
遂
げ
る
べ
き
と
す

る
強
硬
派
が
ほ
ぼ
半
数
に
割
れ
、
韓
国
世

論
の
分
断
状
態
が
深
刻
化
し
た
。
こ
の
段

階
で
韓
国
政
府
は
デ
フ
コ
ン
を

「
１
」
に

ま
で
引
き
上
げ
戦
争
状
態
と
認
定
す
る
。

ソ
ウ
ル
ヘ
の
砲
撃
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く

し
て
、
北
朝
鮮
は
青
森
県
沖
２０
ｍ
の
日
本

領
海
に
ノ
ド
ン
と
み
ら
れ
る
Ｍ
Ｒ
Ｂ
Ｍ
ｘ

３
発
を
発
射
し
た
。
そ
の
直
後
、
朝
鮮
中

央
通
信
は
ミ
サ
イ
ル
は
日
本
で
は
な
く
北

朝
鮮
を
威
嚇
す
る
米
国
を
狙
っ
た
も
の
で

あ
る
。
日
本
国
民
は
米
国
の
韓
半
島

へ
の

侵
略
を
手
助
け
せ
ね
ば
安
全
で
あ
る
と
の

声
明
を
出
し
た
。」



こ
の
切
迫
し
た
緊
急
事
態
に
対
し
て
ア

メ
リ
カ
は
先
制
攻
撃
を
た
め
ら
う
。
ア
メ

リ
カ
・
チ
ー
ム
で
行
一わ
れ
た
議
論
は
、
日

本
領
海
内
に
北
朝
鮮
の
ノ
ド
ン
が
撃
ち
込

ま
れ
た
こ
と
は
極
め
て
重
い
が
、
ア
メ
リ

カ
領
上
で
は
な
く
、
日
本
人
の
死
者
も
出

て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
先
制
攻
撃
の

準
備
は
す
る
が
ト
リ
ガ
ー
は
ひ
か
な
い
。

そ
の
代
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
動
き
や
す
く

な
る
よ
う
日
本

へ
の
防
衛
出
動
の
要
請
を

す
る
。
そ
れ
は
ま
た
ア
メ
リ
カ
側
の
意
志

を
伝
え
る
意
味
も
あ
る
と
い
う
も
の
。

こ
の
時
点
で
日
本
チ
ー
ム
の
議
論
は
自

熱
し
た
。
北
朝
鮮
の
ノ
ド
ン
３
発
が
青
森

県
沖
の
領
海
内
に
着
弾
し
た
う
え
、
米
国

と
の
同
盟
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
て
き
た
か

ら
で
あ
る
。
政
府
内
部
で
は
事
態
を
ど
う

認
定
す
る
か
が
第

一
の
課
題
と
な
っ
た
。

明
白
な
切
迫
事
態
で
は
防
衛
出
動
を
発
令

し
、
自
衛
隊
を
前
線
に
展
開
、
自
衛
権
の

発
動
も
可
能
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
防
衛
出
動
を
か
け
た
場

合
、
海
外
で

「日
本
が
戦
争
準
備
」
と
報

道
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
慎
重
な
判
断

が
基
安
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
米
軍
の
先
制

攻
撃
が
決
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

も
う

一
ラ
ン
ク
手
前
の
、
事
態
が
切
迫
し

武
力
攻
撃
が
予
想
さ
れ
る

「武
力
攻
撃
予

測
事
態
」
が
認
定
さ
れ
た
。

こ
の
段
階
で
は
北
朝
鮮
が
全
面
的
な
武

力
攻
撃
を
狙
っ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い

と
判
断
し
た
わ
け
だ
。

「予
測
事
態
」
で
も
自
衛
隊
に
よ
る
防
御

施
設
の
構
築
な
ぜ
対
処
基
本
方
針
を
作
成
、

決
定
で
き
、
国
民
保
護
や
日
米
協
力
、
韓

国
か
ら
の
邦
人
救
出
、
難
民
保
護
、
捕
虜

（武
装
難
民
）
の
取
り
扱
い
等
に
つ
い
て

の
基
本
方
針
の
閣
議
決
定
が
可
能
に
な
る
。

‐と
に
か
く
、
非
常
事
態
の

「歯
車
」
を
始

動
さ
せ
る
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
と
な
る

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
と
に
よ
つ
て

は
、
認
定
を
１
ラ
ン
ク
上
げ
、
武
力
攻
撃

切
迫
事
態
を
認
定
し
自
衛
隊
の
事
前
展
開

を
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

▼
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
３
”北
朝
鮮
が
日
本

に
核
ミ
サ
イ
ル
を
発
射

４
月
７
日
午
前
５
時

「ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
早
朝
、
安
倍
首
相

に
緊
急
の
電
話
を
か
け
る
。
今
・か
ら
１
時

間
後
に
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
空
母

打
撃
群
の
到
着
を
待
た
ず
、
巡
航
ミ
ナ
イ

ル
原
潜
と
ロ
ナ
ル
ド

・
レ
ー
ガ
ン
空
母
打

撃
群
随
伴
の
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦
２
隻
に
よ
　
‐

る
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
基
地

・
移
動
発

射
台

・
３８
度
線
の
長
距
離
火
砲
群
に
対
す

る
第

一
波
の
航
空
攻
撃
を
開
始
す
る
と
通

達
。
ま
た
、
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
空
軍
基
地
か

ら
は
、
寧
辺
の
核
施
設
と
地
下
化
さ
れ
た

ミ
サ
イ
ル
基
地
に
対
す
る
攻
撃
の
た
め
、

３
機
の
Ｂ
‥
２
爆
撃
機
と
護
衛
の
８
機
の
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Ｆ
‐
２２
が
出
撃
済
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

小
野
寺
防
衛
大
臣
は
、
北
朝
鮮
か
ら
の
報

復
に
備
え
、
緊
急
展
開
準
備
中
で
あ
っ
た

海
自
の
イ
ト
ジ
ス
艦
に
対
し
、
出
動
待
機

命
令
を
発
出
。

と
こ
ろ
が
、
午
前
５
時
２０
～
４０
分
に
米

軍
に
よ
る
攻
撃
の
直
一馴
、
北
朝
鮮
が
連
続

し
て
複
数

（計
４０
発
）
の
飛
翔
体
を
発
射
。

３
隻
の
海
自
イ
ー
ジ
ス
艦
と
５
隻
の
米
海

軍
イ
ー
ジ
ス
艦
が
こ
れ
に
対
応
し
、

３４
発

の
迎
撃
に
成
功
す
る
も
海
自
は
Ｓ
Ｍ
‥
３

を
す
べ
て
消
費
。
ま
た
撃
ち
漏
ら
し
た
６

発
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
本
上
の
６
カ

所
に
着
弾
。
う
ち

一
つ
の
大
都
市
に
は
１６

キ
ロ
ト
ン
級
の
地
表
核
爆
発
に
よ
る
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
、
死
傷
者
の
数
は
把
握

で
き
な
い
。
ま
た
、
も
う
１
カ
所
の
地
方

都
市
で
は
化
学
兵
器
弾
頭
と
見
ら
れ
る
バ

イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
が
発
生
、
多
数
の
住
民
が

意
識
不
明
の
重
体
と
な
る
。」

こ
の
事
態
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
北

朝
鮮
に
更
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
許
さ
な

い
よ
う
ミ
サ
イ
ル
関
連
施
設
、
部
隊
を
対

象
と
し
て
陸
上
侵
攻
を
除
く
全
面
的
な
武

力
行
使
を
実
施
。
そ
の
際
の
手
段
と
し
て

攻
撃
目
標
が
密
集
し
た
地
域
に
は
核
攻
撃
、

分
散
し
た
地
域
に
は
通
常
兵
器
に
よ
る
精

密
攻
撃
で
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
能
力
を
除
去

す
る
よ
う
即
時
攻
撃
を
行
な
う
。
同
時
に
、

日
本
で
被
災
し
た
の
と
同
等
の
北
朝
鮮
の

都
市
に
も
核
に
よ
る
報
復
を
行
な
う
と
し

た
。ま

た
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
と
韓
国
に
現

代
の

″
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
″
と
呼
べ
る

レ
ベ
ル
の
支
援
を
提
供
し
、
日
本
に
は
東

日
本
人
震
災
の
時
に
実
施
し
た
ト
モ
ダ
チ

作
戦
と
同
様
の
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

一
方
、
中
国
は
日
本
へ
の
最
大
限
の
同

情
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
日
本

へ
の
支

援
を
申
し
出
た
。
さ
ら
に
、
北
朝
鮮
か
ら

| |

大
人
の
時
間
を
と
り
も
ど
す

夕じ
っ
く
り
読
め
る
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
ター
ー
文

学
、
歴
史
、
せ
な
術
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ノヽ
ル
か
ら
日

本
人
の
生
き
方
を
考
え
る
総
合
文
芸
誌
。
ロ
ン
グ
・イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
単
発
よ
み
も
の
、
海
外
名
作
の
新
訳
ほ
か
、

村
田
喜
代
子
、
野
見
山
暁
治
ら
豪
華
執
筆
陣
の
連
載

も
快
調
―
　
あ
わ
た
だ
し
い
日
々
の
中
で
、
自
分
だ
け

の
時
間
と
り
も
ど
す
た
め
の

一
冊
―
―
‘。
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の
難
民
が
中
国
に
流
れ
こ
ま
な
い
よ
う
中

朝
国
境
の
北
朝
鮮
側
に
難
民
キ
ャ
ン
プ
を

設
け
、
人
道
支
援
な
ど
の
名
目
で
北
朝
鮮

に
間
髪
を
容
れ
ず
に
進
駐
す
る
こ
と
を
決

定
。
米
韓
の
地
上
部
隊
が
北
朝
鮮
に
入
り
、

将
来
の
米
韓
主
導
に
よ
る
朝
鮮
半
島
の
統

一
を
避
け
る
こ
と
が
中
国
の
最
大
の
目
的

と
な
る
。
こ
の
時
、
金
正
恩
政
権
が
米
国

か
ら
の
核
攻
撃
で
崩
壊
し
て
い
れ
ば
後
継

の
愧
儡
政
権
を
立
て
る
。

中
国
チ
ー
ム
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
３
の
事
態

に
陥
っ
た
の
は
、
北
朝
鮮

へ
の
影
響
力
を

確
保
し
た
い
中
国
に
と
っ
て
政
策
上
の
失

敗
だ
っ
た
と
自
己
分
析
し
た
。
Ｍ
ｏ
Ｖ
Ｅ

ｌ
へ
の
対
応
で

「北
朝
鮮
に
進
駐
す
る
」

と
し
た
の
は
正
し
い
選
択
で
あ
り
、
そ
れ

が
実
現
し
て
い
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
が
北
朝

鮮
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
に

な
る
。

核
攻
撃
を
受
け
た
日
本
は
第
二
波
の
ミ

サ
イ
ル
攻
撃
を
受
け
る
可
能
性
も
あ
る
た

め
、
ア
メ
リ
カ
に
北
朝
鮮

へ
対
す
る
核
報

復
２
妻
謂
を
出
す
。
さ
ら
に
、
被
害

へ
の

対
応
に
関
し
て
は
、
被
害
状
況
を
迅
速
に

把
握
し
、
率
直
に
公
表
す
る
。
核
が
弾
着

し
た
た
め
早
急
に
風
向
き
な
ど
を
考
慮
し
、

放
射
性
降
下
物

（
フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト
）
の

被
害
の
防
止
手
段
を
と
る
。

ま
た
、
全
国
規
模
で
医
療
態
勢
を
確
立

し
被
災
者
へ
の
対
処
を
迅
速
に
行
う
。
さ

ら
に
、
新
た
な
ミ
サ
イ
ル
の
飛
来
に
備
え
、

国
民
に
屋
内
待
機
を
促
す
措
置
を
進
め
た
。

一
方
、
在
韓
邦
人
の
保
護
を
行
う
の
と

同
時
に
、
韓
国
か
ら
の
難
民

へ
、
対
応
し

北
朝
鮮
か
ら
来
る
偽
装
難
民

へ
の
対
応
を

と
る
。

▼
今
回
の
ポ
リ
・ミ
リ
か
ら

得
ら
れ
た
知
見

以
上
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
る
貴
重
な
教

訓
と
は
何
か
。

第

一
に
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
２
で
北
朝
鮮
と
ア

メ
リ
カ
と
の
緊
張
が
極
限
に
達
し
た
時
点

で
、
ア
メ
リ
カ
が
北
朝
鮮

へ
の
先
制
攻
撃

を
躊
躇
す
れ
ば
、
北
朝
鮮
が
先
に
相
本
お

よ
び
ア
メ
リ
カ
を
攻
撃
す
る
事
態
と
な
り
、

日
本
に
核
ミ
サ
イ
ル
が
着
弾
す
る
と
い
う

結
果
を
見
る
。
北
朝
鮮
の
立
場
か
ら
す
れ

ば
ア
メ
リ
カ
の
先
制
攻
撃
が
ま
さ
に
行
わ

れ
よ
う
と
す
る
直
前
の
自
衛
の
た
め
の
攻

撃
だ
と
い
う
論
理
も
な
り
た
つ
。
Ｍ
Ｏ
Ｖ

Ｅ
２
後
に
ア
メ
リ
カ
が
取
っ
た
レ
ス
ポ
ン

ス
は
、
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
防
止
す
る

と
い
う
目
標
に
照
ら
す
と
、
決
定
的
な
ミ

ス
で
あ
っ
た
。
あ
の
時
点
で
報
復
攻
撃
に

出
て
も
お
か
し
く
な
い
。

第
二
に
中
国
の
動
き
で
あ
る
。
こ
の
時

の
北
朝
鮮
の
判
断
も
国
家
の
存
亡
を
分
つ

こ
と
に
な
る
。
も
し
、
北
朝
鮮
が
ア
メ
リ

カ
か
ら
の
先
制
攻
撃
を
ま
さ
に
受
け
よ
う

と
す
る
直
前
に
、
中
国
軍
の
進
軍
を
受
け

入
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
北

朝
鮮

へ
の
先
制
攻
撃
が
で
き
な
い
こ
と
に
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な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
軍
が
北
朝

鮮

へ
の
進
軍
を
強
行
す
れ
ば
、
そ
れ
は
米

中
戦
争

へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
可

能
性
も
出
て
く
る
。

ま
た
、
中
国
に
は

″
ゆ
と
り
″
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
む
し
ろ
こ
の
危
機
を

自
国
に
有
利
な
カ
ー
ド
に
で
き
る
。
中
国

本
土
に
は
北
朝
鮮
や
ア
、メ

リ
カ
か
ら
ミ
サ

イ
ル
が
飛
ん
で
く
る
わ
け
で
は
な
い
。
た

だ
、
北
朝
鮮
か
ら
の
難
民
が
押
し
寄
せ
て

く
る
こ
と
を
気
に
か
け
て
い
れ
ば
よ
い
。

中
国
国
民
の
命
が
奪
わ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
の
だ
。

む
し
ろ
朝
鮮
半
島
で
紛
争
が
起
と
る
こ

と
に
よ
り
日
本
が
弱
体
化
し
、
か
つ
、
紛

争
後
の
朝
鮮
半
島
を
中
国
主
導
で
統

一
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
な
れ
ば
米
軍
の
朝
鮮
半
島
か
ら
の
撤

退
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
は
、
日
本
と
韓
国
に
は
取
り
得
る

手
段
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

日
本
は
Ｍ
Ｏ
ｖ
Ｅ
ｌ
を
受
け
て
①
情
報
収

集
、
②
警
備
の
強
化
、
③
ミ
サ
イ
ル
防
衛

シ
ス
テ
ム
の
強
化
、
④
在
韓
邦
人
救
出
の

準
備
し
か
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ

Ｅ
２
で
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

３
で
は
事
後
対
処
に
追
わ
れ
る
だ
け
で
あ

Ｚり
。最

後
に
、
Ｍ
ｏ
ｖ
Ｅ
ｌ
や
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
２

の
段
階
で
ア
メ
リ
カ
が
動
き
、
北
朝
鮮
の

核

・
ミ
サ
イ
ル
施
設
を
叩
い
て
い
れ
ば
、

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
３
で
日
本
が
核
攻
撃
を
受
け
る

事
態
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

中
国
軍
の
北
朝
鮮
へ
の
進
軍
を
ア
メ
リ
カ

が
許
し
て
い
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
北
朝
鮮

を
攻
撃
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

今
回
の
ポ
リ

・
ミ
リ
ゲ
ー
ム
は
、
日
本

に
と
っ
て
最
悪
の
事
態
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
場
合
に
い
か
に
素
早
く
日

本
国
民
の
命
を
第

一
に
考
え
て
行
動
で
き

る
か
が
大
切
な
点
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

ア

０

。

ま
た
、
今
回
の
会
議
で
は
扱
い
き
れ
な

か
っ
た
が
、
核
ミ
サ
イ
ル
だ
け
で
な
く
、

化
学
兵
器
搭
載
ミ
サ
イ
ル
の
着
弾
に
も
対

処
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

同
時
に
、
朝
鮮
半
島
か
ら
退
避
す
る
の

は
邦
人
の
み
で
は
な
い
。
韓
国
に
い
る
自

国
民
救
出
の
た
め
世
界
各
国
の
救
援
隊
が

日
本
を
拠
点
と
し
て
韓
国

へ
の
Ｎ
Ｅ
Ｏ
を

行
う
。
し
か
も
、
被
災
し
た
地
域
か
ら
の

避
難
民
も
日
本

へ
押
し
か
け
よ
う
′。
社

会

・
経
済
的
イ
ン
フ
ラ
ヘ
の
影
響
も
深
刻

と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
国
家
存
亡
の
危
機
は
日
前

に
せ
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
日
本

人
に
は
そ
の
覚
悟
が
基
安
だ
。
そ
の
た
め

に
政
府
だ
け
で
は
な
く
日
本
国
民
が
全
員
、

そ
の
万
全
の
対
処
策
を
講
じ
て
お
か
ね
ば

ら
な
い
。
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